
 

 

第１7 回 海上輸出入通関・海上物流等（合同）ＷＧ 議事要旨 

 

 

１． 日 時 ：平成２７年 5 月 15 日（金）１４：００～１６：３０ 

 

２． 場 所 ：川崎市産業振興会館 １階 ホール 

 

３． 議事の概要 

相互に競争関係にある複数の会社において、カルテルまたはそれと疑われる行為が惹起

されることがないよう、独占禁止法及び関係法令並びに諸外国の競争法令の順守を原則と

し議論を行った。 

 

（１）議題 

  ① 第 16 回ＷＧの意見等報告 

○ 事務局（センター）から、資料１に基づき説明の後、意見交換を行った。 

② サブＷＧ検討結果：ＣＹ搬出入＜２＞ 

○ 事務局（センター）から、資料２に基づき説明の後、意見交換を行った。 

③ サブＷＧ検討結果：港湾統計＜２＞ 

○ 事務局（センター）から、資料 3 に基づき説明の後、意見交換を行った。 

④ サブＷＧ検討結果：出港前報告制度（中間取りまとめ） 

    ○ 事務局（センター）から、資料４に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑤ 電文受信ソフト廃止（ＷｅｂＮＡＣＣＳ利用者へのＥＸＣ電文出力エラー対応） 

    ○ 事務局（センター）から、資料５に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑥ 第６次ＮＡＣＣＳにおける EDI 仕様 

    ○ 事務局（センター）から、資料６に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑦ 第６次ＮＡＣＣＳにおける保守 

  ○ 事務局（センター）から、資料７に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑧ 輸出入申告官署の自由化対応 

    ○ 事務局（センター）から、資料８に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑨ 輸出入申告項目の見直し＜２＞ 

    ○ 事務局（センター）から、資料 9 に基づき説明の後、意見交換を行った。 

   ⑩ 輸入予備申告における検査指定情報等の出力 

○ 事務局（センター）から、資料 10 に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑪ 輸入申告事項登録における他法令（食品衛生、植物防疫、動物検疫）識別の入力桁

数拡大 

○ 事務局（センター）から、資料１１に基づき説明の後、意見交換を行った。 



⑫ 船腹予約業務のシステム化 

○ 事務局（センター）から、資料１２に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑬ 危険物明細書のシステム化 

○ 事務局（センター）から、資料１３に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑭ 空コンテナの仮陸揚対応 

 ○ 事務局（センター）から、資料１４に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑮ 管理資料「Ｇ11 卸コンテナリスト取扱一覧データ」等の改善 

 ○ 事務局（センター）から、資料１５に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑯ 関係業界との事前調整等の結果実施しないこととした案件＜２＞ 

 ○ 事務局（センター）から、資料１６に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑰ 「医薬品医療機器等輸入報告事項登録（ＰＯＡ）」業務の改善 

 ○ 事務局（センター）から、資料１７に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑱ 植物等輸入検査業務における木材検疫要綱「認可証明書」の交付 

 ○ 事務局（センター）から、資料１８に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑲ 第６次ＮＡＣＣＳ詳細仕様 「中間報告後における追加検討状況」 

○ 事務局（センター）から、資料１９に基づき説明の後、意見交換を行った。 

 

 （２）意見交換の概要 

◆ 第 16 回ＷＧの意見等報告 

○ 包括保険番号の払い出しのキー項目である輸出入者コードは、マイナンバー（法

人番号）へ対応した「13 桁（法人番号）＋４桁（支店番号）」になるのであれば

先頭８桁で判断することは出来ないのではないか。（委員） 

⇒ マイナンバー（法人番号）への対応について、前回の WG で提案しているが、ま

だ検討しているところであるため、その検討結果を踏まえ決定したい。（事務局） 

 

○ 一般輸入者と特例輸入者で同じ包括保険を適用している場合の“損害保険会社に

包括保険番号の追加の払出しを依頼”とは何か詳細の説明をして欲しい。（委員） 

⇒ 輸出入者コードごとに包括保険情報を登録するので、一般輸入者と特例輸入者で

コードが異なる場合などは、それぞれのコードに対して包括保険番号の払い出しし

ていただきたい。（事務局） 

 

◆ 船腹予約業務のシステム化 

○ 「船腹予約登録（ＢＲＲ）」業務で予約内容の訂正を行えるが、コンテナ本数の

変更など頻繁に発生するので、この業務を使用することで素早く回答を得られると

期待したい。また Booking 番号が素早く払出されないと「空コンテナピックアッ

プ（ＰＵＲ）」業務の利用率を上げるのは難しい。（委員） 

⇒ 「船腹予約登録（ＢＲＲ）」の訂正は、予約時の受付番号をキーに行なっていた

だくことになる。Booking 番号の払出しが現行よりも早くなるかは、船会社の回



答のタイミング等の運用が影響するので回答することは難しいが、船腹予約に関

わる新規業務が追加されることで、現行よりも全体の業務フローについては効率

的になると考えている。（事務局） 

 

◆ 第６次ＮＡＣＣＳ詳細仕様 「中間報告後における追加検討状況」 

○ サブＷＧの開催案内が期日間近なことが多いので改善して欲しい。（委員） 

 ⇒ 次回以降については、委員の皆様にご迷惑をお掛けしない様にご案内致します。

（事務局） 

以上 


